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女子大生の衣服選択行動に関する調査 
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問題・目的 

 

 安永・野口（2012）によると、服飾心理学の分野では、様々な年代の人々を対象に、着

装に対する関心や意識、着装行動への心理社会的な動機、関連する個人的及び心理社会的

要因などについて、検討がなされてきた。例えば、女子大生を対象にファッションの志向

性と感度特性の関連を検討した研究では、感度特性の高い女子大生は、ファッションへの

関心が高く、新しい流行被服を早期に採用し、服装に対して気配りをよくしている者の割

合が多いことや、個性的でファッショナブルで派手な服装を好む傾向にあることなどが報

告されている。そこで私たちは、中学、高校は制服で登校する学校が多かったが、大学は

私服で行くようになるため、女子大生はファッションに興味があるのではないかと考えた。 

 そこで今回、私たちは以下の三つの事柄を調査することを目的とした。 

１,女子大生が何を基準（金額、雑誌など）にして衣服の購入をするか。 

２,女子大生のファッションにはどのような特徴があるか。 

３,女子大生が何を基準にして衣服のコーディネートを決めるか。 

 これらについて質問紙調査と半構造化面接を実施し検討をしていく。 

 

 

方法 

 

日時：令和 1 年 5 月 8 日 11 時 15 分から 12 時、令和 1 年 5 月 15 日 11 時 2 分から 11 時

28 分、令和 1 年 5 月 22 日 11 時から 11 時 12 分 

場所：椙山女学園大学日進キャンパス 5-210 教室 

研究協力者：ケースⅢ（安立）の受講者 10 名（A～J）20 歳～27 歳(平均年齢 21.8 歳) 

調査方法：協力者に対し調査者らは面接法を用いて、 

 質問は以下の通りである。 

1．お洒落に興味がありますか。 

2．月にファッション雑誌を何冊買いますか。 

3．洋服に 1か月あたりおよそいくらかけますか。 

4．「ファッションのどんなところにこだわっていますか」 

4-1)毎回同じ店で買っていますか。 

4-2)シチュエーション（出かける場所）によって洋服を変えますか。 
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4-3)洋服を買うときは一人で選びますか、それとも他者と決めますか。 

4-4)他の人と服が被ってしまっても良いですか。 

5．服装の系統やイメージは決まっていますか。 

6．外出する際、どんなところに気を付けていますか。 

 

分析：各質問項目に対し分節化し、KJ 法を用いてカテゴリー化した。その際に、各質問の

答えを小さな紙に印刷し、ラベルとして質問ごとにカテゴリーに分け、模造紙に貼り付け

た。分類は調査者4 名の合議により行った。 

 

結果 
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 お洒落に興味があると答えた人数は８人、ないと答えた人は２人であった。 

 さらに興味があると答えた人の理由は、お洒落をすると楽しい気持ちになるからや、自

分に合った服を探したい、他者からよく見られたいという理由が多かった。また、興味が

ないと答えた人の理由はとくにこだわりがないからや、自分の見た目に自信がないため興

味がないという理由であった。 

 

 

 

  
月にファッション雑誌を何冊買うかの問いに関しては０冊が８人、１冊と２冊がそれぞ

れ１人ずつであった。3 冊以上購入している人はいなかった。 

 買う理由について付録がついているときには買うが、毎月は買わないや、昔は買ってい

たという意見があった。 
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 洋服に１か月あたりおよそいくらかけるかの問いは、5000 円以下、5001～10000 円、

10001～30000 円が 3 人ずつであった。30,001～50000 円は 1 人だった。50001 円以上と

答えた人はいなかった。 
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 毎回同じ店で買っていると答えた人は 9 人であった。いいえと答えた人は 1 人であった。 

 同じ店で買う理由は好みの服がある、数店ある、大人っぽく見せたいという他者から見

られたい自分のイメージなどの意見があった。いいえと答えた人は自分では決めないとい

う意見があった。 
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 シチュエーション(出かける場所)によって洋服を変えると答えた人数は９人、変えないと

答えた人数は１人であった。 

  TPO に応じて動きやすい服を着る、という意見が多かった。特に変わらないという意見

もあった。 
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 洋服を買うときは 1 人で選ぶと答えた人数は 6 人、他者と決めると答えた人数は 4 人で

あった。 

 一人で選ぶ人は友人に気を使ってしまうや、自分のペースで選びたいなどの意見があっ

た。他者と決める人は自分に合う服がわからないので決めてもらう、親や仲の良い友人な

ど本当のことを言ってくれる人なら聞くなどの意見があった。 
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 ほかの人と服が被ってしまっても良いと答えた人数は 6 人、どちらともいえないと答え

た人数は 1 人、いいえと答えた人数は 3 人であった。 

 被ってしまってもいいと答えた人は系統が一緒だなくらいに思うや、気にしないという

意見があった。どちらともいえないと答えた人は知り合い、綺麗な人ならいいけど被り方

にもよる、変わった服を着たときは気になるといった条件によっては気になるといった意

見があった。気にすると答えた人は被って恥ずかしいと思うや、気まずいと思うなどの意

見があった。 
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 服装の系統やイメージが決まっているかの問いにはこだわりがあり、系統が大体決まっ

ている人や、実用性を重視している人、好きな色で選んで決めるや、逆に着たくない系統

のイメージがあるなどの意見があった。 

  
 外出する際にどんなところに気を付けているかについては気温で暑そうなときは涼しい

色を着るや、日焼けしないようにカーディガンを羽織る、自分のこだわりで露出が少ない

服や、汚れのない服、場所を選ばない服、TPO に合わせるなどの意見があった。 

 

 

考察 

 

 「お洒落に興味がありますか」という質問に対して、興味があると答えた人が 8 人おり、
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その理由としては「お洒落をすると気持ちが明るくなる」や「自分に似合った服を探した

い」など楽しさやこだわりが挙げられた。これは、最初に立てた「中学、高校は制服で登

校する学校が多かったが、大学は私服で行くようになるため、女子大生はファッションに

興味があるのではないか」という仮説が立証されたと言える。 

 また「毎回同じ店で買っていますか」という質問や「シチュエーション（出かける場所）

によって洋服を変えますか」という質問では「はい」と答える人が 90％と高い結果であっ

たことから、女子大生のファッショへのこだわりは強いのではないかと考える。 

  

 今回の調査の改善点としては、「月にファッション雑誌を何冊買うか」の質問で 0 冊と答

えた人が 10 人中 8 人であり、予想以上にファッション雑誌を買わないと答えた人が多い結

果であった。何故買わないのか、また雑誌は買わないが電子媒体で買う人もいるのではな

いかという可能性から、質問紙調査法と面接法を上手く併用できたのではないかと考える。 
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